
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災・減災 
のための 

多言語支援の手引き 2023 

一般財団法人自治体国際化協会 
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□ 

→ 国際交流協会２階大会議室 

□ 

→ 自転車３台、スタッフ私用車２台、公用車１台 

□ 

→ センター長または副センター長が適宜対応 

□ 

→ 総務班長が地域国際化連絡協議会及びCLAIRを通じて調整 

□ 

→ 班員で手分けをして、内閣府・法務省（入管庁）・国交省等のウェブサイト（災害

関連情報）を毎朝・夕に確認 

→ 市災対本部からは随時FAXまたはメールで情報入手 

□ 

→ 班員で手分けをして、域内に多い外国人の各国大使館・領事館のウェブサイト（災

害関連情報）を毎朝・夕に確認 

→ NHK、NHK WORLDを中心に、民放各社・大手新聞各社、地元紙による災害関連情報を

定期的に確認 

□ 

→ 入管庁・文化庁『在留支援のためのやさしい日本語ガイドライン』の「STEP1」を参

考に作成 

□ 

→ 情報班が発信した多言語情報を随時入手して班員間で確認 

□ 

→ その日に寄せられた相談とその回答をまとめて翌朝センター長に共有 

□ 

→ 1週間ごとの内容別相談件数等を一覧にまとめてセンター長に共有 

□ 

→ センター長及び各班長と共に、会場や人員、スケジュール等を相談 

□ 

→ センター長または副センター長が各班長等と相談のうえ適宜対応 

□ 

→ センター長または副センター長が総務班長等と相談のうえ適宜対応 
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一般財団法人○○市国際交流協会 事務局（担当：国際次郎） 

【電 話】000-000-0000（代表） 000-000-0000（直通） 

【Email】＊＊＊@＊＊＊.＊＊.＊＊ 



日付は西暦で表記 

通し番号 

漢字には平仮名で、 

カタカナには英語で 

ルビを振る 

件名はMSゴシックで14 pt、 

その他はMS明朝で11 pt 

強調部分はMSゴシック・赤字・下線 

周囲との関わりを持たせる一言を追加 

Wordや PDFファイル掲載時は 

ハイパーリンクを貼る 

最新情報や他の情報へのアクセスを促す 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


